
民主の女神
覇権交代６

Eiji Oishi
大石英司

立 ち 読 み 専 用
立ち読み版は製品版の1〜25頁までを収録したものです。

ページ操作について
◦頁をめくるには、画面上の□▶（次ページ）をクリックするか、キー
ボード上の□→キーを押して下さい。
もし、誤操作などで表示画面が頁途中で止まって見にくいときは、上
記の操作をすることで正常な表示に戻ることができます。
◦画面は開いたときに最適となるように設定してありますが、設定を
変える場合にはズームイン・ズームアウトを使用するか、左下の拡大
率で調整してみて下さい。
◦本書籍の画面解像度には1024×768pixel(XGA)以上を推奨します。



口
絵
・
挿
画　

安
田
忠
幸



目　

次

プ
ロ
ロ
ー
グ 

13

第
一
章　

Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ 

20

第
二
章　

交
換
教
師 

43

第
三
章　

ゴ
ー
ス
ト 

73

第
四
章　

暗
剣 

97

第
五
章　

戦
争
特
派
員 

124

第
六
章　

ゲ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー 

150

第
七
章　
Ｕ
Ｄ
Ｔ
対
決 

179

第
八
章　

二
人
の
女
神 

203

エ
ピ
ロ
ー
グ 
221



登場人物紹介

日本
《防衛省》
〈特殊部隊サイレント・コア〉
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　陸将補。水陸機動団長。海南島で戦死した水機団長の後任
として、小磯の戦時権限で水陸機動団長、陸将補に昇進した。現
在、少々浮かれぎみで部下たちに嫌がられている。コードネー
ム：マウナケア。

〔原田小隊〕
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　一尉。元は小牧基地の教育隊所属の救難教育隊救難指導員。
土門に一本釣りされ小隊長に任命される。コードネーム：K２。

畑
はたけ

友
とも

之
ゆき

　曹長。分隊長。冬戦教からの復帰組。コードネーム：ファ
ーム。

高
たか

山
やま

健
けん

　一曹。分隊長。西方普連からの復帰組。コードネーム：ヘル
スケア。

大
おお

城
しろ

雅
まさ

彦
ひこ

　一曹。土門の片腕として活躍。コードネーム：キャッスル。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
水
みず

野
の

智
とも

雄
お

　一曹。元水泳の強化選手。分隊長に出世した。コードネー
ム：フィッシュ。

田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　二曹。部隊随一の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　三曹。ドンパチ好きのオキナワン。田口の「相方」を自称。
コードネーム：ヤンバル。

吾
あ

妻
づま

大
だい

樹
き

　三曹。山登りが人生だという男。コードネーム：アイガー。
〔姜小隊〕
姜
かん

彩
あや

夏
か

　三佐。元は韓国陸軍参謀本部作戦二課に所属。司馬に目を付
けられ、日本人と結婚したことで、部隊に引っ張られる。コード
ネーム：マカルー。

漆
うるし

原
ばら

武
たけ

富
とみ

　曹長。姜小隊ナンバー２。コードネーム：バレル。
福
ふく

留
とめ

弾
だん

　一曹。鹿児島県出身で、部隊のまとめ役。コードネーム：チ
ェスト。



井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。姜小隊のＩＴエンジニア。コードネーム：リベット。
御
み

堂
どう

走
そう

馬
ま

　二曹。元マラソン・ランナー。コードネーム：シューズ。
姉
あね

小
こう

路
じ

実
さね

篤
あつ

　二曹。父親はロシアビジネス界の大物。コードネーム：
ボーンズ。

川
かわ

西
にし

雅
まさ

文
ふみ

　三曹。元Ｊリーガー。コードネーム：キック。
由
ゆ

良
ら

慎
しん

司
じ

　三曹。西方普連から引き抜かれた狙撃兵。コードネーム：
ニードル。

小
お

田
だ

桐
ぎり

将
しょう

　三曹。タガログ語を話せる。コードネーム：ベビーフェイ
ス。

阿
あ

比
び

留
る

憲
あきら

　三曹。対馬出身。西方普連から修業にきた。コードネーム：
ダック。

赤
あか

羽
ばね

拓
たく

真
ま

　士長。フィールドでのゲテモノ食いに長ける。コードネー
ム：シェフ。

〔訓練小隊〕
甘
あま

利
り

宏
ひろし

　一曹。元は海自のメディック。生徒隊時代の原田拓海一尉
の同期。

〈水陸機動団〉
司
し

馬
ば

光
ひかる

　水陸機動団教官。香港に潜入して、本土派と接触している。

上
うえ

園
ぞの

広
ひろ

樹
き

　陸将補。水陸機動団長。不運にも流れ弾に当たり戦死した。
袴
はかま

田
だ

輝
てる

男
お

　一佐。水陸機動団幕僚長。
宗
むな

像
かた

晋
しん

　二佐。第一水陸機動連隊第二中隊長。
岩
いわ

永
なが

誉
ほまれ

　一尉。第一水陸機動連隊第二中隊第一小隊を率いる。
達
たつ

村
むら

茂
しげ

人
と

　曹長。岩永誉一尉の女房役。
榊
さかき

原
ばら

啓
けい

介
すけ

　三曹。地元は九州。
〈第一ヘリコプター団〉
村
むら

田
た

護
もり

人
と

　三佐。村田家次男。
村
むら

田
た

凛
りん

子
こ

　一尉。村田護人の妹。明野で偵察ヘリに乗っていた。
〔西部方面隊〕
葉
は

室
むろ

泰
やす

徳
のり

　二佐。西部方面隊西部方面ヘリコプター隊の副隊長。村田
護人三佐が教育部隊を出てはじめてＵＨ－１汎用ヘリの操縦棹
を握った時の上官。



和
わ

嶋
じま

瑞
みず

恵
え

　一尉。ＣＨのベテラン機長。

〈海上自衛隊〉
〔南支派遣艦隊〕
高
たか

遠
とお

雅
まさ

也
や

　海将補。南支派遣艦隊司令を務める。
染
そめ

谷
や

俊
とし

雄
お

　一佐。首席幕僚。
板
ばん

東
どう

兼
かね

人
と

　一佐。〝かが〟艦長。
兼
かね

坂
さか

すみれ　二佐。艦隊情報幕僚。
〔第七航空隊〕
藤
ふじ

原
わら

美
み

沙
さ

　二佐。岩国基地第九一航空隊司令。回転翼パイロットとし
てスタートし、後に双発に転じ、海自初のジェットであるＵ― 36
Ａのライセンスももつ。

〔インド洋派遣艦隊〕
五
ご

味
み

勇
いさ

美
み

　海将。連合艦隊司令長官。航空集団司令から、自衛艦隊司
令を最後に退官。Ｐ―３Ｃ乗りで、藤原美沙の父親に鍛えられた。

江
え

川
がわ

俊
とし

樹
き

　海将補。
竹
たけ

内
うち

幸
こう

輔
すけ

　一佐。作戦幕僚。
〔ヘリ搭載護衛艦〝ほうしょう〟〕
泉
いずみ

田
だ

宣
せん

泳
えい

　一佐。艦長。
橋
はし

口
ぐち

肇
はじめ

　二佐。副長。
宮
みや

城
ぎ

明
あ

日
す

香
か

　一尉。気象班長。
〔哨戒機部隊〕
波
は

多
た

野
の

誠
まこと

　一佐。〝ヤマタノオロチ〟戦
T A C C O

術航空士役。テスト・パイロ
ットであると同時に、マサチューセッツ工科大学で航空工学の
博士号を取った変わり者。コールサイン：メデューサ。

田
た

端
ばた

悟
ご

郎
ろう

　二佐。〝ヤマタノオロチ〟機長。
結
ゆう

城
き

美
み

佐
さ

紀
き

　一尉。〝ヤマタノオロチ〟副操縦士。

〈航空自衛隊〉
〔二〇二飛行隊〕
村
むら

田
た

先
さき

斗
と

　二佐。Ｆ― 35Ａに乗る。村田護人、凛子の兄。
〈統合幕僚監部〉
小
こ

磯
いそ

小
こ

代
よ

里
り

　統合幕僚監部参事官付国外運用班長。青柳睦己と岩倉久
彌を尻に敷く督戦隊の官僚三人組の一人。制服組からは蛇蝎の



如く嫌われている。
〈防衛装備庁〉
島
しま

崎
ざき

蒼
そう

士
し

　技官。航法援助のシステム開発を行う若手。
〈海上保安庁〉
宇
う

垣
がき

詠
えい

志
し

朗
ろう

　二等海上保安正。〝なつぐも〟艇長。
石
いし

橋
ばし

大
だい

介
すけ

　三等海上保安正。〝なつぐも〟副長兼機関長。
梅
うめ

野
の

征
ゆき

悦
よし

　二等海上保安士。〝なつぐも〟レーダー担当。

《内閣府》
古
こ

賀
が

肇
はじめ

　内閣府政策統括官（経済財政運営担当）。

《内閣官房》
青
あお

柳
やぎ

睦
むつ

己
き

　内閣安全保障・危機管理室室長補佐。若手防衛官僚のホー
プだが、慎重派。海南島上陸作戦にも反対していた。

《外務省》
岩
いわ

倉
くら

久
ひさ

彌
や

　総合外交政策局安全保障政策課課長補佐。北米課が古巣。
自ら国務省霞ヶ関出張所と自嘲するほどの対米従属派。

〔吉野ヶ里〕
盛
もり

田
た

浩
こう

太
た

郎
ろう

　吉野ヶ里中学校の校長。
白
しら

崎
さき

征
せい

途
と

　吉野ヶ里中学校の教頭。
華
か

原
はら

沙
さ

也
や

　吉野ヶ里中学校の音楽教師。
文
ムン

暁
ヒヨ

庭
ジヨン

　韓国から交換留学で吉野ヶ里中学校が受け入れていた若い
教師。九大に留学していた。

葉
は

室
むろ

翼
つばさ

　吉野ヶ里中学校の新聞部部長。
枝
えだ

野
の

君
きみ

枝
え

　吉野ヶ里中学校の新聞部員。玄武ミサイルで軽傷を負う。

宇
う

垣
がき

詠
えい

美
み

　記者。地元新聞社の入社三年目。全国紙を落ちて地元新聞
社に就職。佐賀出身で宇垣詠志朗二等海上保安正の妹。

澤
さわ

井
い

芽
め

倶
ぐ

　インターネット・メディア会社の編集者にしてライター。
〝ゆう君ママの戦場リポート〟を配信している。



アメリカ
《アメリカ合衆国大統領行政府》
エリザベス・ケンジントン　大統領。
ケイティ・ヘンドリクセン　国務長官。
コリン・コンラッド　大統領首席補佐官。アマンダ・マクノートンの

上司。
アマンダ・マクノートン　新補佐官。安全保障問題担当次席補佐官か

ら国家安全保障問題大統領補佐官へ就任。
クインシー・ショー　ホワイトハウス広報室長。
〔ソウルアメリカ大使館〕
ロバート・Ｂ・ワイズナー　大使。元太平洋軍司令官（海軍大将）。
コーディ・Ｒ・キム　政務官。国務省のキャリア外交官で、ワイズナ

ーが韓国へ赴任する時、自ら指名してソウルに連れてきた人物。
〈海兵隊〉
セリーヌ・Ｄ・タッカート　海軍少将。少将に出世したばかりの女性。
〔第三海兵遠征軍〕
ウェイン・Ｒ・ヴァンペルト　中将。第三海兵遠征軍司令官。海南島

攻略作戦の指揮をとる。
グレン・ギャレス　少将。参謀長。
キャスリーン・アイザック　中佐。航空参謀。Ｆ― 35Ｂのパイロット。
〔第三海兵師団第三偵察大隊Ｂ中隊〕
アルベルト・タイラー　中尉。第三海兵師団第三偵察大隊Ｂ中隊
武
フォース・リーコン

装偵察隊を指揮。
エイベル・リンカーン　曹長。アルベルト・タイラー中尉の女房役。
グレイグ・フィリップス　伍長。
〈陸軍〉
デレク・キング　中将。黒人の陸軍中将。別名クラッシャー・キング。

海口攻略の海兵隊を指揮するためにきた。
ダニー・ジェンキンズ　少佐。陸軍の心理カウンセラー。心

Ｐ Ｔ

的外傷後
ス

Ｓ Ｄ

トレス障害の治療を専門としている。元グリーンベレー指揮
官で心理戦のスペシャリスト。デレク・キングのお目付役。



中国
《中央弁公庁》
範
ファン

学
シュエ

毛
マオ

　中国共産党中央弁公庁主任。
賈
チィア

礼
リィ

　日本の中国大使館経済処参事官。
〈陸軍〉
〔海南島独立守備隊〕
毛
マオ

愛
アイ

軍
チュン

　少将。海南島独立守備隊を率いる。出世や賄賂とは無縁な
軍人生活を送ってきた、ゲリラ戦研究の第一人者。

黄
ホアン

冠
クアン

英
イン

　大佐。作戦参謀。
〔第一〇一待機旅団〕
林
リン

剛
カン

　大佐。これまでの功績により昇進し、新たに第一〇一待機旅団
の指揮をとることになった。

石
シィ

萌
モン

　中佐。ハワイでの戦いにおいて情報参謀として素晴らしい働き
をみせて中佐に昇進し、部隊を率いることになる。

蘇
スゥ

桐
トン

　中佐。情報参謀だったが、石萌が参謀長役を固辞したため参謀
長に昇進。

〔第22連隊〕
銭
チィエン

宏
ホン

大
タァ

　中佐。第22連隊政治将校団副隊長。
侯
ホォウ

燁
イエ

　少佐。銭の部下。

（瀋
シェン

陽
ヤン

航空宇宙大学）
周
ジユウ

冰
ビン

冰
ビン

　　博士。瀋陽航空宇宙大学。丸眼鏡の小柄な女性。
皓
ハオ

宇
ユー

　　瀋陽航空宇宙大学の学生。

大韓民国
《国家情報院》
柳
リユ

珍
ジ

煕
ニ

　副長官。
池
チ

俊
ジユン

烈
ユル

　中佐。副理事官。
洪
ホン

應
ウン

善
ソン

　韓国大使館参与の肩書きをもつ。融和委員会のメンバー。
〈空軍〉
〔第11戦闘航空団〕
孫
ソン

庚
キョン

泰
テ

　少将。航空団を指揮する。



呉
オ

京
キョン

周
ジュ

　中佐。第112戦闘飛行隊を率いる。
辺
ピョン

光
ガン

敏
ミン

　少佐。飛行隊の副隊長。
〈海軍〉
金
キム

真
ジン

一
イル

　少将。韓米同盟艦隊司令官。
〔海軍第五戦団〕
厳
オム

鐘
ジョン

元
ウォン

　大佐。参謀長。
南
ナム

智
ジ

勲
フン

　少佐。〝金
キム

寿
ス

鉉
ヒヨン

〟艇長。
張
チャン

日
イル

載
ジェ

　大尉。副長。
〈海兵隊〉
孫
ソン

周
ジユ

原
ウォン

　少将。海兵隊部隊を率いる。
斤
クン

孝
ヒヨ

相
サン

　大佐。
白
パク

珉
ミン

台
テ

　中佐。第二三四海兵予備役中隊を率いる。元は韓国最大の軍
事顧問会社の中東派遣部隊を率いていた。

鄭
チヨン

大
デ

恩
ウン

　少佐。副隊長。
〔第二海兵師団〕
尹
ユン

白
ベク

龍
ヨン

　大佐。第二海兵師団第二戦車大隊を率いる。

シンガポール
クー・シェンロン　元首相。夫人は香港人の民主運動家である姚

ヤオ

芳
ファン

芳
ファン

。
ウン・テクバ　外相。議会の古株で、滅多に感情を表に出さない男。
〈海軍〉
ゴー・チョク・テオ　大佐。
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中
国
。
海
南
島
―
。

　

Ｆ
―

35
Ｂ
型
戦
闘
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
村む

ら

田た

凛り
ん

子こ

一
尉
は
、
混
乱
し
た
意
識
の
中
、
ま
ず
両
手
で
何
か
を
掴つ

か

む
こ
と
に
集
中
し
た
。

　

そ
れ
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
操
縦
索
だ
。
両
腕
で
掴
ん
で
、

な
ん
と
か
姿
勢
を
回
復
し
よ
う
と
試
み
た
。
と
い
う
よ
り

足あ

掻が

い
て
い
た
。

　

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
は
風
に
流
さ
れ
、
自
分
が
思
う
よ
う
に

は
飛
ん
で
く
れ
な
い
。
凛
子
は
も
が
く
こ
と
を
止
め
、
両

腕
か
ら
力
を
抜
く
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
足
の
下
に
は
何

も
無
い
。
地
面
は
も
と
よ
り
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
床
も
な
い

の
だ
。

　

た
だ
何
か
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
こ
ん

な
に
も
心
細
い
も
の
だ
と
は
、
想
像
な
ど
し
て
い
な
か
っ

た
。

　

し
か
も
、
猛
烈
な
速
度
で
落
下
し
て
い
る
。
落
下
と
い

え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、
墜つ

い

落ら
く

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

　

凛
子
の
戦
闘
機
は
撃
墜
さ
れ
て
い
た
。
脱
出
を
強
い
ら

れ
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
に
ぶ
ら
下
が
り
、
た
だ
惨み

じ

め
に
墜
落

し
て
い
た
の
だ
。
イ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
も
、
す
で

に
分
離
し
た
後
だ
。

　

下
に
目
を
向
け
る
と
、
射
出
座
席
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が

見
え
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
よ
り
先
に
落
下
す
る
よ
う
、
そ
の
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パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
は
小
さ
く
作
っ
て
あ
る
の
だ
。

　

落
ち
着
い
て
く
る
と
、
戦
闘
機
の
爆
音
が
耳
に
入
っ
て

き
た
。
上
空
を
、
僚
機
が
ゆ
っ
く
り
と
飛
ん
で
い
る
。

　

あ
れ
は
兄
が
乗
る
編
隊
長
機
だ
。

　

凛
子
の
兄
は
二
人
と
も
、
Ｆ
―

35
戦
闘
機
に
乗
っ
て
い

る
。
長
男
の
先さ

き

斗と

は
航
空
自
衛
隊
の
Ａ
型
部
隊
の
飛
行
隊

長
。
次
男
の
護も

り

人と

は
自
分
と
同
じ
陸
自
パ
イ
ロ
ッ
ト
上
が

り
だ
が
、
今
は
ヘ
リ
空
母
を
母
艦
に
す
る
Ｂ
型
の
戦
闘
機

乗
り
だ
。

　

帰
っ
た
ら
二
人
の
兄
か
ら
ど
や
さ
れ
る
ん
だ
と
思
う
と

憂ゆ
う

鬱う
つ

に
な
っ
た
が
、
そ
の
前
に
凛
子
に
は
対
処
す
べ
き
こ

と
が
あ
る
。
墜
落
場
所
を
選
ぶ
た
め
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を

操
縦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
島
は
い
た
る
と
こ
ろ

に
農
業
用
の
溜
め
池
や
ダ
ム
が
あ
る
。
で
き
れ
ば
そ
こ
は

避
け
た
い
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
キ
ャ
ノ
ピ
ー
が
覆
い
被
さ

り
溺

で
き

死し

す
る
危
険
が
あ
る
し
、
ワ
ニ
も
ど
こ
か
に
潜
ん
で

い
る
だ
ろ
う
。

　

真
下
を
覗
く
が
、
幸
い
に
し
て
湖
は
な
さ
そ
う
だ
。
見

渡
す
限
り
山
、
そ
し
て
森
が
ひ
ろ
が
る
。
安
全
な
着
陸
場

所
で
あ
る
草
地
は
見
え
な
い
。

　

住
宅
街
も
無
い
よ
う
だ
。
そ
れ
も
幸
運
な
の
だ
ろ
う
。

殺
気
立
つ
地
元
民
に
囲
ま
れ
ず
に
済
む
の
だ
か
ら
。

　

こ
う
な
れ
ば
、
な
る
べ
く
茂
み
が
薄
い
森
を
目
指
す
し

か
な
い
。
立
ち
木
が
低
く
、
枝
に
引
っ
か
か
ら
ず
に
済
み

そ
う
な
場
所
を
。

　

し
か
し
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
は
、
戦
闘
機
の
操
縦
桿
を
操
る

よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
天
候
は
微
風
で
花
曇
り
。
地

上
は
く
っ
き
り
と
見
え
て
は
い
る
が
、
操
縦
の
こ
つ
を
覚

え
た
頃
に
は
、
眼
前
に
森
が
迫
っ
て
い
た
。

　

な
る
べ
く
両
足
を
揃
え
、
襲
い
か
か
る
枝
を
払
お
う
と

す
る
が
、
結
果
は
、
し
た
た
か
に
上
半
身
を
叩
か
れ
た
だ

け
だ
っ
た
。

　

地
面
に
転
が
ろ
う
と
し
た
が
、
茂
っ
た
葉
の
中
で
キ
ャ

ノ
ピ
ー
が
枝
に
引
っ
か
か
り
、
ど
す
ん
と
地
面
に
落
ち
て
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い
た
。
た
だ
こ
れ
ま
で
の
間
に
し
っ
か
り
減
速
で
き
た
か

ら
か
、
衝
撃
は
柔
ら
か
だ
っ
た
。

　

地
面
に
座
っ
た
ま
ま
、
四
肢
が
折
れ
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
ゆ
っ
く
り
と
起
き
上
が
り
、
怪
我
の
有
無
も

確
か
め
た
。

　

幸
い
に
し
て
、
た
い
し
た
怪
我
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

真
上
を
見
上
げ
る
と
、
モ
ス
グ
リ
ー
ン
の
キ
ャ
ノ
ピ
ー
が

上
部
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
。
良
い
目
印
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

上
空
で
は
、
兄
が
乗
る
Ｆ
―

35
Ｂ
が
一
度
フ
ラ
イ
パ
ス

し
た
。
そ
の
爆
音
が
去
っ
て
い
く
と
、
南
洋
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
の
騒
音
が
耳
を
圧
倒
す
る
。
蝉せ

み

の
鳴
き
声
に
、
鳥
の
さ

え
ず
り
。

　

こ
こ
は
北
海
道
で
は
な
い
た
め
、
羆ひ

ぐ
まと

遭
遇
す
る
危
険

が
無
い
の
は
幸
運
だ
と
言
え
る
。
サ
バ
イ
バ
ル
す
る
羽
目

に
な
っ
て
も
、
水
辺
に
近
寄
ら
な
い
限
り
、
危
険
な
肉
食

獣
と
遭
遇
す
る
可
能
性
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
だ
。

　

凛
子
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
ハ
ー
ネ
ス
を
リ
リ
ー
ス
し
、

し
ば
ら
く
そ
の
場
に
立
っ
て
こ
れ
か
ら
取
る
べ
き
行
動
に

つ
い
て
考
え
た
。

　

ま
ず
は
信
号
弾
ピ
ス
ト
ル
を
確
認
す
る
。
こ
れ
を
真
っ

直
ぐ
空
に
発
射
で
き
る
よ
う
、
少
し
で
も
上
空
が
開
け
た

場
所
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ヘ

リ
で
の
吊
り
上
げ
も
で
き
な
い
の
だ
。

　

レ
ッ
ド
フ
レ
ア
三
本
に
信
号
旗
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
信

号
旗
に
は
赤
外
線
反
射
塗
料
が
塗
布
さ
れ
て
い
て
、
地
面

に
広
げ
る
と
夜
間
で
も
視
認
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
か
ら
位
置
遭
難
無
線
機
の
電
源
を
入
れ
る
。
ウ
ォ

ー
キ
ー
ト
ー
キ
ー
の
電
源
も
入
れ
て
み
た
。

　

毎
日
、
出
撃
時
に
は
こ
れ
ら
の
電
源
を
入
れ
て
作
動
を

確
認
す
る
。
い
つ
も
は
た
だ
の
出
撃
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
だ

が
、
こ
れ
が
い
ざ
と
い
う
時
に
命
を
救
っ
て
く
れ
る
の
だ

と
今
、
身
を
も
っ
て
実
感
し
て
い
た
。

　

近
く
の
枝
を
折
る
と
、
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
三
角

形
の
旗
竿
を
作
っ
た
。
そ
れ
に
、
白
い
ス
カ
ー
フ
を
巻
き
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付
け
る
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
、
こ
こ
に
戻
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
に

だ
。

　

そ
し
て
一
歩
を
踏
み
出
す
前
に
、
三
六
〇
度
、
ゆ
っ
く

り
と
全
周
を
見
渡
す
。
一
番
明
る
い
エ
リ
ア
を
探
す
と
、

方
位
磁
石
を
取
り
出
し
、
自
分
が
向
か
う
方
位
を
確
定
さ

せ
た
。

　

し
か
し
凛
子
は
、
コ
ン
パ
ス
を
取
り
出
し
た
瞬
間
、
自

分
が
重
大
な
ミ
ス
を
犯
し
た
こ
と
に
気
づ
く
。

　

脱
出
後
は
、
着
地
す
る
ま
で
の
間
に
自
分
の
脱
出
方
位

を
検
討
し
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
形
の
状
況
、

水
場
の
方
位
、
人
家
な
ど
を
探
し
て
、
ど
の
方
角
へ
脱
出

す
る
の
が
一
番
確
実
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

人
家
が
見
え
な
か
っ
た
せ
い
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
す
っ
か
り
失
念
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
こ
は
、
緩
や
か
な
斜
面
だ
っ
た
。
一
見
水
平
に
見
え

る
が
、
よ
く
観
察
す
る
と
東
側
に
下
る
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
地
形
を
把
握
し
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
場
所

に
見
え
た
開
け
た
と
こ
ろ
へ
移
動
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
場
所
だ
け
が
明
る
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
一
本

の
倒
木
の
た
め
だ
。
森
の
競
争
を
勝
ち
抜
き
、
誰
よ
り
先

に
成
長
し
た
大
木
は
、
だ
が
別
の
脅
威
と
戦
い
破
れ
た
。

お
そ
ら
く
台
風
の
強
風
に
負
け
て
倒
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
は
せ
い
ぜ
い
五
メ
ー
ト
ル
四
方
だ
が
、
見
上
げ
る

と
ぽ
っ
か
り
と
空
が
覗
い
て
い
る
。

　

陵
水
基
地
か
ら
は
、
コ
ン
バ
ッ
ト
・
レ
ス
キ
ュ
ー
が
発

進
す
る
頃
だ
。
早
け
れ
ば
ほ
ん
の
三
〇
分
で
ヘ
リ
が
飛
ん

で
く
る
。
一
時
間
ほ
ど
こ
こ
で
待
機
し
―
い
や
、
九
〇

分
待
機
し
て
ヘ
リ
の
ロ
ー
タ
ー
音
が
聞
こ
え
な
け
れ
ば
、

明
る
い
う
ち
に
水
場
と
ね
ぐ
ら
に
な
る
場
所
を
探
し
て
移

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
っ
た
ん
落
下
地
点
に
戻
っ
た
凛
子
は
、
自
分
と
一
緒

に
落
下
し
た
ラ
フ
ト
を
分
解
し
て
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ッ
ト
を

回
収
し
た
。
海
上
に
落
ち
な
か
っ
た
の
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
。
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こ
れ
か
ら
野
営
用
の
テ
ン
ト
を
作
る
た
め
に
、
キ
ャ
ノ

ピ
ー
を
一
部
裂
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
下
か
ら
引
っ
張
れ
ば

落
ち
て
く
る
か
と
期
待
し
た
が
、
び
く
と
も
し
な
い
。

　

こ
れ
は
、
時
間
を
か
け
て
作
業
す
る
し
か
な
さ
そ
う
だ
。

こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ら
、
サ
バ
イ
バ
ル
訓
練
を
も
っ
と

真
面
目
に
受
け
て
お
く
ん
だ
っ
た
と
反
省
し
た
。

　

メ
モ
帳
を
取
り
出
し
作
業
手
順
を
記
録
し
よ
う
と
し
て

い
る
時
、
遠
く
か
ら
ヘ
リ
の
ロ
ー
タ
ー
音
が
聞
こ
え
て
き

た
。
そ
れ
も
Ｃ
Ｈ
―

47
Ｊ
Ａ
や
、
Ｕ
Ｈ
―

60
Ｊ
Ａ
な
ど
複

数
の
ヘ
リ
の
ロ
ー
タ
ー
音
だ
。
も
と
も
と
ヘ
リ
・
パ
イ
ロ

ッ
ト
だ
っ
た
凛
子
は
、
回
転
翼
機
の
ロ
ー
タ
ー
音
を
難
な

く
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ー
ト
ー
キ
ー
が
反
応
し
て
「
信
号
弾
を
一
発

上
げ
、
レ
ッ
ド
フ
レ
ア
を
焚
け
」
と
命
じ
て
き
た
。

　

す
ぐ
に
回
収
す
べ
き
荷
物
を
抱
え
る
と
、
先
ほ
ど
の
空

間
ま
で
戻
り
、
信
号
弾
を
上
空
へ
向
け
て
一
発
発
射
し
た
。

　

ヒ
ュ
ー
と
い
う
甲
高
い
音
を
発
し
、
信
号
弾
が
輝
き
な

が
ら
空
へ
と
上
っ
て
い
く
。
上
空
で
小
さ
な
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
を
開
き
、
今
度
は
赤
い
煙
を
発
し
な
が
ら
降
下
し
て
く

る
。

　

次
い
で
レ
ッ
ド
フ
レ
ア
を
一
本
点
火
す
る
と
、
朽
ち
木

の
上
に
置
い
た
。
湿
気
が
凄
ま
じ
い
た
め
、
こ
こ
で
は
火

災
の
心
配
は
な
い
だ
ろ
う
。
赤
い
煙
が
も
く
も
く
と
わ
き

上
が
っ
て
周
囲
を
包
む
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
航
空
自
衛
隊
の
コ
ン
バ
ッ
ト
・
レ

ス
キ
ュ
ー
の
Ｕ
Ｈ
―

60
Ｊ
Ａ
ヘ
リ
が
上
空
で
ホ
バ
リ
ン
グ

に
入
り
、
メ
デ
ィ
ッ
ク
が
ホ
イ
ス
ト
で
降
り
て
き
た
。

「
お
怪
我
は
？
」
と
耳
元
で
怒
鳴
っ
て
く
る
。

「
負
傷
は
無
し
」
と
応
じ
る
と
、
メ
デ
ィ
ッ
ク
は
ボ
イ
ヤ

ン
ト
・
ス
リ
ン
グ
の
黄
色
い
輪
っ
か
を
差
し
出
し
た
。

　

引
っ
張
り
上
げ
ら
れ
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
キ
ャ
ノ
ピ
ー
を

よ
う
や
く
抜
け
出
す
。

　

周
囲
を
見
渡
す
と
、
戦
闘
機
は
も
と
よ
り
、
陸
自
の
キ

ャ
リ
バ
ー
Ｃ
Ｈ
や
武
装
し
た
Ｕ
Ｈ
―

60
Ｊ
Ａ
が
周
囲
を
ぶ



18

ん
ぶ
ん
旋
回
し
て
い
た
。

　

地
上
に
い
た
の
は
、
ほ
ん
の
三
〇
分
余
り
だ
ろ
う
。
自

分
が
乗
っ
た
戦
闘
機
の
撃
墜
は
最
悪
だ
っ
た
が
、
救
出
は

完
璧
だ
っ
た
。

　

凛
子
は
一
三
〇
億
円
の
戦
闘
機
を
失
い
、
四
〇
〇
〇
万

円
の
ゴ
ー
グ
ル
・
モ
ニ
タ
ー
付
き
特
注
航
空
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
抱
え
て
生
還
し
た
。

　

不
幸
な
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
た
南

シ
ナ
海
で
の
軍
事
衝
突
は
、
米
空
軍
に
よ
る
中
国
本
土
爆

撃
や
中
国
が
造
成
し
た
人
工
島
占
領
へ
と
発
展
。
人
民
解

放
軍
に
よ
る
オ
ア
フ
島
奇
襲
占
領
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
を
ホ
ノ
ル
ル
で
結
成
さ
れ
た
レ
ジ
ス

タ
ン
ス
部
隊
で
撃
退
し
、
報
復
と
し
て
中
国
大
陸
か
ら
南

シ
ナ
海
へ
と
突
き
出
し
た
海
南
島
占
領
作
戦
を
開
始
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
作
戦
に
は
、
危
機
の
当
初
か
ら
ア
メ
リ
カ

と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
自
衛
隊
も
参
加
し
た
が
、
中

国
は
正
面
か
ら
武
力
対
決
す
る
よ
う
な
真ま

似ね

は
せ
ず
ゲ
リ

ラ
戦
に
徹
し
、
島
の
外
で
は
、
外
交
戦
で
着
々
と
反
撃
し

た
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
冷
え
切
っ
て
い
た
韓
国

を
説
き
伏
せ
自
軍
同
盟
へ
引
き
入
れ
る
と
、
韓
国
軍
海
兵

隊
の
歩
兵
や
戦
車
部
隊
を
海
南
島
へ
上
陸
さ
せ
た
。
彼
ら

を
日
米
の
正
面
へ
と
立
た
せ
た
の
で
あ
る
。

　

同
時
に
東
南
ア
ジ
ア
で
も
外
交
攻
勢
を
仕
掛
け
、
東
南

ア
ジ
ア
の
戦
略
的
要
と
も
い
え
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
寝
返

ら
せ
た
。
そ
し
て
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
駆
使
し
て
製
造

し
た
安
価
な
機
雷
を
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
散
布
し
、
海
峡
の

封
鎖
に
も
成
功
し
た
。

　

一
方
、
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
に
反
旗
を
翻

ひ
る
が
えし

た
韓
国
は
、

ア
メ
リ
カ
空
軍
に
よ
る
大
規
模
爆
撃
を
受
け
、
発
電
網
が

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
こ
と
で
、
全
土
が
石
器
時
代
に
戻

ろ
う
と
し
て
い
た
。
港
湾
も
機
雷
封
鎖
を
受
け
、
更
に
石
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油
備
蓄
基
地
も
爆
撃
さ
れ
た
。

　

日
本
政
府
は
、
韓
国
政
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
人
道

的
措
置
と
し
て
部
隊
を
釜プ

山サ
ン

に
派
遣
。
掃
海
作
業
に
当
た

っ
て
い
た
。

　

勝
敗
は
―
微
妙
だ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
ホ
ノ
ル
ル
を
奪
還
し
、
上
陸
し
た
人
民
解

放
軍
に
白
旗
を
掲
げ
さ
せ
た
こ
と
で
一
瞬
沸
い
た
が
、
国

民
が
満
足
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
も
っ
と
目
に
見
え
る
成

果
と
し
て
、
中
国
を
支
配
す
る
共
産
党
政
権
の
打
倒
を
最

終
目
標
に
据す

え
て
い
た
。

　

一
方
中
国
は
、
オ
イ
ル
・
ル
ー
ト
を
閉
ざ
さ
れ
る
。
ロ

シ
ア
か
ら
の
細
々
と
し
た
援
助
は
あ
る
に
せ
よ
、
人
民
は

窮
乏
し
た
。
香ホ

ン

港コ
ン

で
は
独
立
運
動
が
吹
き
荒
れ
、
事
実
上
、

海
南
島
も
手
放
し
た
状
態
だ
っ
た
が
、
外
交
面
で
味
方
を

増
や
し
、
部
隊
を
小
出
し
に
し
な
が
ら
後
退
す
る
と
い
う
、

お
得
意
の
持
久
戦
に
日
米
同
盟
軍
を
引
き
ず
り
込
も
う
と

し
て
い
た
の
だ
。

　

そ
れ
に
対
し
日
米
同
盟
軍
は
、
海
南
島
の
す
で
に
八
割

方
を
占
領
し
、
あ
と
は
北
部
の
要
衝
海カ

イ

口コ
ウ

市
へ
進
撃
す
る

の
み
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
中
国
に
と
っ
て
の
絶
対
防
衛

線
で
あ
る
香
港
を
揺
さ
ぶ
る
た
め
、
香
港
独
立
派
の
支
援

も
強
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

現
状
は
中
国
も
ア
メ
リ
カ
も
、
自
ら
の
有
利
を
主
張
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
ど
ち
ら
も
真
で
あ
り
、
ま
た
嘘
だ
っ

た
。

　

し
か
し
前
線
で
戦
う
兵
士
た
ち
は
、
解
放
軍
に
せ
よ
米

軍
、
自
衛
隊
に
せ
よ
誰
一
人
自
分
た
ち
が
勝
っ
て
い
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
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陸
上
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
を
率
い
る
土ど

門も
ん

康こ
う

平へ
い

陸
将
補

が
こ
の
任
に
就
い
た
の
は
、
つ
い
昨
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
土
門
は
第
一
空
挺
団
第
四
〇
三
本
部
管
理
中

隊
長
と
い
う
、
ぱ
っ
と
し
な
い
肩
書
き
を
も
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
は
、
公
式
に
も
非
公
式
に
も
存
在
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
特
殊
部
隊
〈
サ
イ
レ
ン
ト
・
コ
ア
〉
の
世
を

忍
ぶ
仮
の
部
隊
名
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
佐
と
し
て
率

い
て
い
た
の
は
、
た
っ
た
三
個
小
隊
一
〇
〇
名
の
部
隊
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

前
任
の
水
機
団
長
が
流
れ
弾
に
当
た
っ
て
戦
死
し
た
た

め
、
戦
場
に
い
た
官
僚
と
上
級
士
官
全
員
の
合
意
で
、
土

門
が
後
任
の
水
機
団
長
と
し
て
任
命
さ
れ
、
階
級
も
上
が

っ
た
の
だ
。

　

だ
が
自
分
が
今
、
三
〇
〇
〇
名
に
も
膨
れ
あ
が
っ
た
部

隊
を
率
い
て
い
る
と
い
う
実
感
は
、
な
か
な
か
得
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
部
隊
規
模
が
ど
の
程
度
な
の

か
、
誰
も
知
ら
な
い
の
だ
。

　

こ
の
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
頃
は
、
二
〇
〇
〇
名
も
い
な

か
っ
た
は
ず
だ
が
、
隊
員
が
補
充
さ
れ
車
両
も
乗
員
付
き

で
新
た
に
配
備
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
実
数
を
正
確
に
把
握

し
て
い
る
幕
僚
は
い
な
い
。

　

引
き
続
き
土
門
は
、
使
い
慣
れ
た
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ス
タ
ー

指
揮
車
を
手
放
す
気
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
皮
肉
な
話
だ
。
米
海
兵
隊
に
付
き
合
っ
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て
海
南
島
に
上
陸
す
る
作
戦
を
聞
か
さ
れ
た
時
、
誰
よ
り

反
対
し
た
の
は
土
門
本
人
だ
っ
た
の
だ
。

　

二
度
と
中
国
大
陸
に
軍
靴
で
踏
み
込
ま
な
い
と
い
う
の

は
、
発
足
以
来
、
自
衛
隊
に
と
っ
て
は
不
文
律
、
基
本
戦

略
以
前
の
問
題
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

あ
の
泥
沼
の
一
五
年
戦
争
の
再
来
は
ご
め
ん
だ
。
少
な

く
と
も
土
門
は
、
旧
陸
軍
が
こ
の
大
陸
で
何
を
や
ら
か
し

た
か
を
知ち

悉し
つ

し
て
い
た
。
陸
上
自
衛
隊
の
誰
よ
り
も
、
中

国
で
の
作
戦
に
詳
し
い
自
信
が
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
海
南
島
は
大
陸
で
は
な
い
、
離
島
で
あ
る
と
い

う
小
役
人
ど
も
の
政
府
側
説
明
に
押
し
切
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
を
陸
自
に
強
い
た
官
僚
組
は
し
ば
ら
く
海
南
島
に

留
ま
り
、
陸
自
部
隊
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
。
負
傷

し
、
戦
争
の
現
実
を
嫌
と
言
う
ほ
ど
体
験
し
て
引
き
揚
げ

て
い
っ
た
が
、
無
茶
を
命
ず
る
性
格
は
弾
の
雨
を
潜
り
、

山
積
み
さ
れ
た
戦
死
者
の
亡な

き
が
ら骸
を
目
撃
し
た
後
も
変
わ
ら

な
か
っ
た
。

　

官
僚
連
中
が
引
き
揚
げ
た
こ
と
で
、
土
門
の
頭
痛
の
種

が
ひ
と
つ
減
っ
た
こ
と
に
な
る
。
代
わ
っ
て
、
別
の
案
件

は
増
え
て
い
た
が
…
…
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
軍
海
兵
隊
は
、
ま
る
で
何
か
に
祟た

た

ら

れ
た
か
の
よ
う
に
作
戦
が
頓と

ん

挫ざ

し
続
け
て
い
た
。

　

ま
ず
、
海
南
島
最
南
端
の
中
国
海
軍
基
地
を
事
実
上
無

血
占
領
し
て
大
量
の
補
給
物
資
を
陸
揚
げ
し
た
直
後
、
ロ

シ
ア
軍
に
よ
る
一
〇
〇
〇
機
か
ら
の
ド
ロ
ー
ン
の
編ス

ウ
ォ隊

攻ー

ム撃
を
受
け
、
補
給
物
資
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
失
っ
て
い

た
。
そ
の
せ
い
で
、
橋

き
ょ
う

頭と
う

堡ほ

か
ら
の
進
撃
を
中
断
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
陸
自
が
南
東
部
の
島
内
最
大
規
模
の
軍
用
飛

行
場
を
確
保
し
空
路
か
ら
の
補
給
を
開
始
す
る
と
、
海
兵

隊
は
陸
自
に
相
談
も
な
く
、
空
か
ら
海
南
島
北
西
部
に
あ

る
加ジ

ャ

來ラ
イ

空
軍
基
地
を
襲
撃
し
、
こ
こ
に
空
挺
堡
を
確
保
し

た
。

　

こ
の
空
挺
堡
確
保
に
気
を
よ
く
し
た
海
兵
隊
は
、
基
地
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の
防
備
を
固
め
る
前
に
、
最
終
目
的
地
で
あ
る
海
口
攻
略

へ
と
陸
路
出
発
す
る
が
、
そ
の
隙
を
突
か
れ
た
。
人
民
解

放
軍
部
隊
が
、
加
來
基
地
を
襲
撃
し
て
き
た
の
だ
。

　

す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
土
門
の
部
隊
が
間
に
合
い
、
基
地

奪
還
は
阻
止
で
き
た
が
、
海
兵
隊
は
中
隊
規
模
の
部
隊
が

全
滅
し
、
指
揮
官
は
更こ

う

迭て
つ

さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
海
兵
隊
指
揮
官
と
し
て
新
た
に
派
遣
さ
れ
た
の

は
、
海
兵
隊
の
将
官
で
は
な
く
、
陸
軍
の
予
備
役
中
将
だ

っ
た
。
や
り
手
だ
が
強
引
な
性
格
が
平
時
に
は
仇あ

だ

と
な
り
、

パ
ワ
ハ
ラ
を
咎と

が

め
ら
れ
て
引
退
し
て
い
た
男
が
軍
に
呼
び

戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
男
―
デ
レ
ク
・
キ
ン
グ
陸
軍
中
将
は
、
こ
れ
ま

で
強
引
な
作
戦
で
は
あ
る
が
見
事
に
ホ
ノ
ル
ル
を
奪
還
し
、

期
待
さ
れ
た
使
命
を
果
た
し
て
い
た
の
は
事
実
。
ホ
ノ
ル

ル
解
放
作
戦
に
参
加
し
て
い
た
土
門
も
そ
の
力
量
を
間
近

に
見
て
い
た
が
、
正
直
、
戦
争
で
も
な
け
れ
ば
付
き
合
い

た
い
と
思
う
人
間
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
や
自
分
の

部
隊
を
預
け
る
な
ど
ま
っ
ぴ
ら
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

海
南
島
攻
略
は
海
兵
隊
主
導
の
作
戦
で
、
陸
軍
は
い
な

か
っ
た
。
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
・
キ
ン
グ
の
異
名
を
も
つ
陸
軍

軍
人
で
あ
る
彼
が
海
南
島
に
現
れ
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
が
、
国
防
総
省
は
陸
軍
の
キ
ン
グ
に
海
兵
隊
の
指

揮
を
執
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
悪
夢
だ
っ
た
。

　

前
門
の
人
民
解
放
軍
に
、
後
門
の
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
・
キ

ン
グ
―
。

　

キ
ン
グ
は
最
大
限
評
価
す
れ
ば
悪
人
で
は
な
い
が
、
勝

利
を
得
る
た
め
な
ら
部
隊
を
一
つ
や
二
つ
全
滅
さ
せ
て
も

か
ま
わ
な
い
と
い
う
主
義
を
も
つ
。
そ
こ
か
ら
潰ク

ラ
ッ
シ
ャ
ー

し
屋
キ

ン
グ
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
つ
き
、
本
人
も
そ
う
呼
ば
れ
る

こ
と
を
嫌
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
彼
に
は
不
思
議
と
カ
リ
ス
マ
が
あ
っ
た
。
平
時
は

わ
ざ
と
南
部
訛な

ま

り
で
喋
り
、
気
さ
く
な
黒
人
将
官
と
い
う

衣
を
身
に
纒ま

と

っ
て
い
る
。
そ
し
て
戦
時
の
彼
の
言
葉
に
は
、
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あ
る
種
の
力
が
篭
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
不
思
議
と
兵
士

の
士
気
は
上
が
る
の
だ
。

　

部
下
を
こ
き
下
ろ
す
時
に
は
ピ
ス
ト
ル
を
抜
く
ほ
ど
過

激
な
男
だ
が
、
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

を
隠
さ
な
い
素
直
な
性
格
を
慕し

た

う
下
士
官
も
多
い
。

　

つ
ま
り
は
土
門
と
全
く
正
反
対
の
男
が
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ

ー
・
キ
ン
グ
だ
っ
た
の
だ
。

　

数
時
間
前
、
韓
国
軍
の
待
ち
伏
せ
攻
撃
を
撃
退
し
た
後
、

夜
が
明
け
て
か
ら
、
ゴ
ム
の
樹
の
中
で
の
作
戦
会
議
の
こ

と
を
土
門
は
思
い
出
し
て
い
た
。

　

作
戦
会
議
と
い
う
よ
り
は
、
立
ち
話
だ
。
双
方
の
幕
僚

ス
タ
ッ
フ
を
交
え
て
の
立
ち
話
。

　

現
在
は
、
孤
立
し
て
い
た
海
兵
隊
部
隊
と
よ
う
や
く
合

流
を
果
た
し
、
い
よ
い
よ
海
口
へ
向
か
う
た
め
の
ル
ー
ト

を
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
完
璧
な
ル
ー
ト
な
ど
な
い
。
近
道
は
無
く
、

敵
の
待
ち
伏
せ
が
な
い
と
言
い
切
れ
る
安
全
な
ル
ー
ト
も

無
い
。
距
離
や
味
方
の
兵へ

い

站た
ん

能
力
、
そ
し
て
空
か
ら
の
援

護
等
を
考
慮
し
て
、
ど
の
ル
ー
ト
が
少
し
マ
シ
か
と
い
う

話
を
し
た
。

　

土
門
は
、
で
き
れ
ば
内
陸
寄
り
の
ル
ー
ト
を
選
択
し
た

か
っ
た
。
海
口
へ
の
距
離
は
若
干
長
く
な
る
が
、
大
陸
か

ら
進
出
し
て
き
た
敵
航
空
部
隊
が
到
達
す
る
前
に
、
味
方

の
戦
闘
機
部
隊
が
十
分
な
安
全
距
離
を
も
っ
て
叩
け
る
と

判
断
し
て
い
た
か
ら
だ
。
海
寄
り
の
コ
ー
ス
は
、
あ
ま
り

に
も
大
陸
に
近
す
ぎ
る
。

　

逆
に
キ
ン
グ
中
将
は
、
敵
航
空
部
隊
を
誘お

び

き
出
す
た
め

に
も
、
海
寄
り
の
コ
ー
ス
を
と
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

敵
地
上
部
隊
が
集
結
し
て
い
る
場
所
も
わ
か
っ
て
い
る
と

断
言
す
る
。

　

こ
の
数
日
、
敵
が
防
御
ラ
イ
ン
を
敷
い
て
路
上
に
障
害

物
を
置
い
て
い
る
場
所
が
何
カ
所
も
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
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中
で
も
一
番
大
き
な
障
害
物
エ
リ
ア
が
海
側
ル
ー
ト
上
に

存
在
し
て
い
た
の
だ
。

　

土
門
は
、
そ
れ
は
罠
だ
と
判
断
し
て
い
た
。
そ
こ
に
い

る
部
隊
こ
そ
、
ホ
ノ
ル
ル
攻
略
部
隊
の
残
存
兵
だ
と
い
う

確
信
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

キ
ン
グ
も
、
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
帰

国
し
た
部
隊
で
あ
る
こ
と
に
は
同
意
し
た
が
「
罠
だ
と
し

て
、
そ
れ
を
回
避
す
べ
き
理
由
が
何
か
あ
る
か
」
と
問
う

て
き
た
。

　

こ
こ
で
敵
を
殱

せ
ん

滅め
つ

で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
こ
の
戦
い
は
終

わ
る
。
そ
れ
に
、
海
岸
に
近
い
の
が
拙
い
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
味
方
艦
隊
を
ト
ン
キ
ン
湾
に
入
れ
て
援
護
さ
せ
れ

ば
い
い
と
い
う
主
張
を
し
て
き
た
の
だ
。

　

海
岸
線
に
近
い
ル
ー
ト
と
は
い
え
、
海
縁
を
走
る
わ
け

で
は
な
い
。
艦
砲
射
撃
の
援
護
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
こ
と
で
、
海
自
は
難
色
を
示
し
た
。
謎
の
戦
闘
機

が
海
南
島
上
空
を
飛
び
回
り
、
味
方
の
航
空
機
を
撃
墜
し

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

最
初
は
海
兵
隊
の
戦
闘
機
や
輸
送
機
が
襲
わ
れ
た
が
、

今
朝
、
遂
に
味
方
の
戦
闘
機
が
撃
墜
さ
れ
た
。
見
え
な
い

と
い
う
意
味
で
、
海
兵
隊
は
そ
の
機
体
を
〝
ゴ
ー
ス
ト
〞

と
呼
び
は
じ
め
た
。

　

艦
隊
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
戦
闘
艦
艇

の
姿
は
な
く
、
実
質
海
自
艦
隊
だ
。
し
か
も
南Ｓ

Ａ

シ
ナ
海

条Ｔ

Ｏ

約
機
構
艦
隊
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
艦
艇
も
参
加

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
南
シ
ナ
海
の
パ
ト
ロ

ー
ル
目
的
で
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
海か

い

賊ぞ
く

相
手
な

ら
と
も
か
く
、
本
格
的
な
戦
闘
は
難
し
い
艦
も
あ
る
。
リ

ス
ク
は
冒お

か

せ
な
い
と
い
う
判
断
で
、
海
自
は
ト
ン
キ
ン
湾

展
開
を
断
っ
て
き
た
。

　

だ
が
、
キ
ン
グ
の
言
い
分
に
も
説
得
力
は
あ
っ
た
。

　

敵
と
対た

い

峙じ

す
る
エ
リ
ア
は
都
市
か
ら
離
れ
て
い
て
、
逃

げ
遅
れ
た
大
勢
の
地
域
住
民
を
巻
き
添
え
に
す
る
心
配
は

無
い
。
敵
に
地
の
利
が
あ
る
土
地
の
都
市
部
で
戦
う
と
な
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れ
ば
、
凄せ

い

惨さ
ん

な
市
街
戦
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
ホ
ノ
ル
ル
と
は
逆
の
状
況
に
な
る
。
敵
の
正
規

軍
部
隊
は
、
な
る
べ
く
都
市
の
外
で
接
触
し
て
叩
き
潰
す

べ
き
な
の
は
事
実
だ
。

　

結
局
、
土
門
は
キ
ン
グ
中
将
の
決
断
に
の
る
こ
と
に
し

た
。
敵
を
避
け
て
海
口
市
ま
で
辿
り
着
い
た
と
こ
ろ
で
市

街
戦
に
陥
り
避
難
民
を
巻
き
添
え
に
し
て
戦
う
よ
り
は
、

少
し
で
も
こ
こ
で
敵
の
戦
力
を
削
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
か

ら
だ
。

　

海
兵
隊
と
水
機
団
合
同
軍
は
、
加
來
基
地
か
ら
直
線
距

離
で
五
〇
キ
ロ
、
海
口
中
心
部
ま
で
ほ
ん
の
二
〇
キ
ロ
の

場
所
ま
で
迫
っ
て
い
た
。
市
と
の
中
間
地
点
よ
り
か
な
り

海
口
側
ま
で
前
進
し
て
い
る
。
海
岸
線
ま
で
は
、
一
〇
キ

ロ
余
り
。

　

老
城
鎮
南
の
そ
こ
は
、
嫌
ら
し
い
場
所
だ
っ
た
。
国
道

２
２
５
号
線
と
高
速
９
８
号
線
が
８
の
字
状
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
交
差
し
、
近
く
は
鉄
道
も
走
る
要よ

う

衝し
ょ
う

だ
。

海
口
に
入
る
、
最
後
の
要
衝
と
言
え
た
。

　

だ
が
、
そ
こ
を
突
破
し
て
も
す
ぐ
蛇だ

行こ
う

し
た
川
が
走
っ

て
い
る
。
敵
は
十と

重え

二は

十た

重え

に
防
御
網
を
敷
く
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
国
道
上
も
高
速
上
も
、
今
は
長
さ
二
、
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
で
封
鎖

さ
れ
て
い
た
。
建
築
資
材
用
の
丸
太
や
ト
タ
ン
板
か
ら
、

ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た
の
か
、
さ
び
つ
い
た
廃
車
に
バ
ス

や
ダ
ン
プ
カ
ー
も
横
倒
し
に
さ
れ
て
い
る
。
ご
丁
寧
に
も
、

タ
イ
ヤ
は
外
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
は
加
來
基
地
か
ら
海
口
市
へ
と
向
か
う
複
数
の
ル

ー
ト
上
で
、
守
る
側
に
と
っ
て
は
最
高
の
要
害
だ
。
高
速

に
沿
っ
て
走
る
鉄
道
か
ら
北
側
は
、
海
岸
に
至
る
ま
で
中

層
の
住
宅
街
が
建
ち
並
ぶ
。
こ
の
辺
り
は
、
今
や
海
口
市

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
無
事
に
通
過
し
た
ら
、
今
度
は

曲
が
り
く
ね
っ
た
川
が
立
ち
塞
が
る
。
海
岸
か
ら
奥
地
ま



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




